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〔編集後記〉
本号から近藤教授の跡を継いで編集委員長をお
引受けしなければならなくなった。身にあまる大
役であ歩， 伝統ある本誌の声倍を維持するよう，
編集委員各位のご協力を得て努力してゆきたい。
現在，本誌のように医学部を基盤として発行さ
れる学校誌には， 2つの困離な問題があるように
思われる。第工は，学関の専門イヒ，結分化のため
専門誌が隆盛を埋めていること。第2は，学問の
国際化に伴って歌文雑誌への投稿が益々増える傾
向にあること， である。このような事清を反映し
てか，一部の大学塁学部の雑誌は，学位論文をフ
ァイルした以外の何物でもない形で，不定期に刊
行されるに過ぎなくなったものもある。事実，特
に学問に熱心な若手の研究者の間で辻，学校誌の
評価が必ずしも高くないことは残念ながら認めざ
るを得ないことのように思われる。
しかしながら，本誌の編集は，歴代の編集委員
長，特に萩原， 桑田教授，さらに前径の近藤教授
らによってp 上述の国難を克服する努力が続けら
れてきた。私が本学に赴任して，新鮮な驚きに打
たれたのは，本誌の充実した内容とヴァラエテイ
に富んだ編集であった。前号でも近藤教授が述べ
られているように， 本誌を通読していれば，医学
の諸領域の研究動向が学内の活動と合せてよく把
握できる。これは， -1=1に表現すれば二学問の細
分化に対技する総合化への努力とでも言うべきで
あろうか。 このことは，ともすれば専門罵鹿に陥 
9易いわれわれ研究者にとって， 極めて貴重な慢
報源として本誌が活用され得ることを意味してい
る。
現在考えている編集方針としては， 
1) 総説，展望，講産などは，学外の方にもで
きるだけお穎いする機会をつく!)， ますます広い
視野に立つ'清報を得るよう努めたい。 
2) i海外だより J，iらいぶらり j等は親しみ易
い読物として今後とも充実を計予たい。 
3) 本誌が学内での自由な学問的意先の交流の
場であるために， たとえば fふおーらむj と言っ
た模をもうけて投稿を募ってみてはどうか。 
4) i研究室紹介jと言った記事を頬番に各講産
にお願いしたい。 これは，現在本誌への投穣に関
し極めて縁のうすい教室も認められるので， でき
るだけ全学的な雑誌として育ててゆくきっかけに
もなればと念じている。
以上， これから実行に移すに辻国難もあること思
われるが，各位のご協力を切にお願いする次第で
ある。
なお，本号の総説拾三滞名誉教授にお寄せ戴い
た。退官前に記念として執筆をお頴いした所，早
速ご投稿戴き本誌の冒頭を飾ることができたこと
に感謝申し上げる。
本号の刊行と前後して，嶋田{第 1解剖)，桑
信〈微生物)，藤本(第 1外科)の諸先生に替っ
て， 徳永(第3解剖)，三木(微生物)，関谷〈産
婦人科)，藤沢〈肺研，外科)の諸先生を新編集
委員にお迎えした。前イ壬の先生方;こは多年本誌の
ためご努力戴いたことに厚くお礼申し上げる。新
委員の方々には，本誌に新風を吹きこむ活躍を期 
f寺している。
編集副委員長に関しても，本号から谷口教授に
お願いすることとした。よき相談役としてご協力
をお願いする次第である。
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